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リヒター 博士をこ追悼申し上げる

東　堯 名誉会員

　ドイツ色彩学界の長老であり ， 長い間最高峰の色彩

学者 と し て 多方面 か ら尊 敬 さ れ て い た Manfred

Riohter博士が，1990年 8月 24日 に ご他界された 。

Bア歳の高齢 で あ られた 。 実に痛恨の極 み であり， 世界

の色彩学界にとっ て 大きな損失 で ある。博±のこ生涯

に果たされ た大きな こ功績を讃えて ， 遅ればせ ながら

深甚の 哀悼の意を表 します 。

　博士 の お若い時期 における色の研究の
一

成果は，リ

ヒター色度計 （カール ・
ツ ァ イ ス 社製品，193B年 こ

ろ）として世に現れたが ， 拙著
“

色
”

（1947年）の中で

私は，世界各種の視覚色度計を比較検討した結果，こ

れを最高性能を有するものと結論 した こ とがある 。 ま

た，博 ：ヒの 名著
“

Grundriss 　aer　Farbenrehre

der 〔∋egenwart
”

（現代色彩学の基礎，19』0年）

は当時の色彩学界では最も頼りになる色彩学専門書の

一
つ であ っ て，世界の同学界を風靡したもの で ある 。

　博士及び同士グ ループが多年に 亘る研究をまとめた

結 果 ， 1955年 ドイ ツ 工 業 規格 DlN6164Farben −

karteが制定され た。 こ れは色相 （Farbton ，T ），

飽 和 度 （sattigungsstute ，　 S）及 び 暗 度

（Du ［k巳istufe，　 D ）を三属性とする独特の体系で

あるが，オス トワル ド色票系の 長所を残 しながら，O

lE 表色系と密接に関連するように工夫されたもの で

あ っ て ， 注目すべ き色票系 で ある 。 以後， 博士は ， こ

の DlN 色票系と技術雑誌
“

Farbe
”

の 普及に主力

を注がれた 。

　 1959年の OlE ブリュ ッ セ ル大会 に出席し た旅行の

中で ， 私は博士を ベ ル リンの連邦材料試験所の研究室

に 訪ね て ，親 しく色彩学を話 し合 っ たが， その時の手

記
q 庵最後に 再 録させ て 頂 く。 私 は開 ロ

ー
番 ， D 亅N

表色 系を OlE 系 へ 変換 した時 に，何故等 し い T の 軌

跡がすべ て直線になるのかと尋ねた 。 博士 は，それは

順応 の問題で ある と答え られた 。 私はさらにT は主波

長を意昧して色相で はな い の かと尋ね ると ， いや両方

の意昧がある との 返事で あ っ た 。 博士は最近 D ！N の

色票 チ ャ
ー

トが で きたと い っ て，黄の 等 T 面を見せ て ，

若き 日 の リヒ ター博士 と筆者 。 1959年 ，
ベ ル リ ン にて 。

これが等色相面に 見えないかと逆襲された 。 私は確か

に等色相面にも見える ， しか しこ の色相はマ ン セル の

10Yに近 く ，
　 IBYは色相不変 （hue 　 i冂va ［iant） で

ある か ら等丁と等色相が
一

致す る の は当然だ とい っ た

ら，博士は苦笑 して うなずかれた 。 討論はさ らに続き，

博士は
一

つ の英単語を思 い出す べ く独英辞書を引かれ

たが，出て こなか っ た 。 遂に 二 人の 英語会話の 限界ま

で ぎて しま っ たわ けで ， 話をこ こ で中止 して，研究室

内を案内して 頂 い た。

　博士の長身痩躯，明朗 で 親 しみ深 いお姿が思い出ざ

れて懐 しさがこ み 上げてくる 。

　リ ヒター博士の こ 冥福を再びお祈りします。
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